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言

　本邦 に 於 け る寄生 蟲學 の 研究 は最 近二 十 年 間 に 於 V て長 足 の 暹 歩 を 遂 げ 多 數

學 者 に 由 れ る業 績硯 究發表 は 只 に 人 類 に 魯 け る もの の み な らず 、 各 種 動 物寄生

撒 ま で 攻究 せ らる x　ic至 潟 ・
而 し て 犬 猫 の 如 きは 最 も人 類 の 蝋 と繊 い

日 常種 々 な る 機 献 於 い て 關 係 淺か らざ る 此 等 の 動 物 の 研 究 は 麺ひ て 冫薩 辱全

蟲學上 等躙 に 附 すべ か らぎ る は 余 も亦深 く信 ず る所 な 現 イ猷 一 昨年 九 月 思 を こ
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こ に 致 し 、
リグ ラ 歌裂頭絛 蟲の 人 體寄 生 の 甚だ 多 き京 阪 蒜 地 方 に 於 V ・て そ の 終

末 宿 主 な る 多 數の 犬 猫 の 内臟 を 榱査 し て
、

以 て その 如 何 な る程 度 に於 V て 本 絛

蟲 の 自然 寄生 率 あ b や 、 併 ぜ て 人 類生 活 と密接 の 關 係 あ る犬 猫 と その 寄生 蟲 と

が 如何 な る 關 係 の も と に あ る や を研究 す る は 甚 だ興 味 あ る 事實 な b と信 ぜ しを

以 て 、本 研 究 に 着 手 し 、 爾 來 一 年 六 ケ 月 その 間檢 査 總 數犬 311 頭 、 猫 513 頭 ・ 今

そ の 結 果 の 大 略 を こ 丶 に報 告 し 、詳 細 な る 表 は 追 て報 告 す る こ と あ るべ し 。

　　　　　　　 II 犬 猫 を絡 末宿 主 とせ る寄生 蟲 に就い て

　日常 吾 入の 接 近 す る種 々 の 動 物 殊 に 犬 猫 等 に つ V ・て
、

或 種寄 生 蟲 と その 動 物

とが 如 何 な る關 係 の 竜 とに 立 つ もの な b や を研 究す る は 入 生 實際 上 極 め て 重 要

」｛：る事 項 に し て L 且 歟 の 鑠甚 な る を 覺 ゆ る もの ］，tl　b 。 　 　 　 　
一
／

　よ し吾 人 の 接 近 す る種 々 な る 動 物 の 寄 生 蟲病 に 於 V て そが 本來 の 終 未 宿 主 叉

は 中 間 宿 主 に あ らず とす る も、
一 時 的 郎 ち單 に 通 過 性の 宿 主 と して 寄 生 蟲傳播

撒 布 の
一 大 役 目 を演 じ、 或 は 或 種 動 物 に 於 い て は 人 類 と全 く同 一 に そ の 寄生 蟲

の 宿 主 と し て 發育環 上 重 大 な る位 置 を有 す る もの あ b 。 之 に 於 い て か 既 に 安藤 、

淺 井 兩 氏 ｝t よ b 、 或 は 安藤 、 伊藤 、 今 村三氏 に よ b 、 或 は 下 村 氏 に よ b 、 或 は

安 藤 、 松 原 雨 氏 に よ b 、 或 は 阪 本 、 露 木 兩氏 に よ b て 何 れ も犬 猫 に つ V ・
て そ の

糞便 を檢査 し、幾 種 もの 寄生 蟲卵 を見 出 し 、 犬猫 に於 V て も亦 寄 生 蟲 發育環 上

大 な る注 目 に値 すべ き こ と を論 ぜ られ た b 。
余 も亦 次 表 に 示 せ る 如 く犬 311 頭

猫 513 頭 の 内臟 を 檢 査 して 犬 に 於 い て は 檢 査 總 數 311 頭 の 中寄 生 蟲發見 數 306

頭 その 寄 生百分 率 98．39％ 、 猫 に 於 va て は 臉 査 數 513 頭 そ の 冲 寄生 蟲 發 見 數 493

頭 その 寄生 百 分 率 96．零O ％ な b 。

　　　剖檢 上 に あ け る 犬猫 寄 生 蟲寄 生 率 と糞便檢 査 蟲卵檢 出 牽 との 比 較

犬

猫

轢 贈 麟 恥 畿繍 鰡 纛 i亨鱗
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蟲
數 寄 上 性 嶮 剖 陰 戸 イ 90 生   　之 を

般 各 種 寄生蟲につv て 見れ ば 犬に 於 いてはリグラ 献 裂 頭 絛 蟲5 ． 78 ％、 犬 蛔 蟲42 ．44 ％

犬十 二 指腸蟲7ユ・ 38 ％ 、 肝臓
ヂー

ス ト マ620％ 、 鞭 蝨 2026 ％、瓜
實 絛 蟲 63 。 98 弩

ヘテロJl 　 1
エ
ス 8 ・ 36 ％、 肺 臟 ヂス ト 々 1・61％、

犬 心 臓 フ sラリヤ 2 ． 89 ％

猫 』に於いては リ グ ラ釈 裂 頭絛蟲12
・ 48 ％ 、 猫 蛔 蟲8128

％ 、 猫十二 指腸 蟲11 ． 5
刀 A 肥 頸 絛蟲5789 ％ 、肝 臟 ヂス ト マ1481 ％ 、 瓜 實絛 蟲 41

32 ％
、
肺臓 ヂ ス ト マ 1 ． 15 ％ 。 か く の 如く何れ も 高 度 な る
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　　吾人 と密接 の 關係 あ る 犬猫 に褒V ・て
、 か く も高度の 寄生 率 を示 す寄 生 蟲威染

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ

・の 事 實は 吾 人 の 寄 生 蟲 豫防 撲滅 上甚 だ 寒 心 す べ き こ と な b
。

こ   に實驗 せ る犬
’
猫 寄生 蟲檢杳 方法 に就 v ・て は 余 は 専 ら宙内 の 犬猫 の 屠 殺 を 業 とせ る 竜の よ う毎

　日新 鮮 な る 内臓 淌化 瞥， 肺 、 心 、 肝 、 腎 、 埣臟 及 泌 尿 、 生 殖 器 を持 ち來 らしあ
、 出來

　る 限 儲 内臟 に わ た 嚇 細 編密 師 チ陳 せ b
。

且 その 直 腸 内容物 検査 1こ於 v て も

　出 來 得 る 限 りその 蟲卵檢 出 に 於 い て 正 確 な る成 績 を期 せ ん が 爲め に之 に 使 用せ

　る 器具 は 充分薪 鮮 な る 水 に て數 囘洗 淨 し 矢 尾 板氏 集卵 法 に よ b て その 戎 績 に

．萬遺憾 なか ら しあ ん こ と を 期せ b
。

　　　　　　　　　 IH 　 リグ ラ状 裂頭絛蟲 の 分右 に就 い て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 1　リグラ状 裂頭絛蟲の 犬 猫 自然 感染率 と糞便檢査 と の 比 較

　 諏 犬猫 1こ リ グ ラ 釈裂 頭 絛 蟲の 成 蟲が 自 然 に密生 せ る 1 と を證 せ る に 吉 田先
一生 奧 村 、 III　Wt、 武 藤 、 三 原 ． 安藤 、 松 原 、 阪 本 、 露木 、 伊 藤 、 今 村の 諸氏 あ

　t）。 余 は こ X に 大 阪 府 下 奈 良縣 下京都 府 下 に 於 け る 犬 311 頭 を 剖検 して リ グ ラ

激 裂 頭 絛 蟲 の 寄生 數 ヨ8 頭 皀μ 5，お ％ に 於 い て 該絛 蟲の 寄生 陽性 ＃ る を み とめ た

　う。
而 る に そ の 糞便檢 査 に 於 い て は その 蟲卵 陽牲 數 16 頭 に し て そ の 百 分牽 5．15

％ そ の 前 考 との 差 064 ％ を得 た う
。 即蟲卵 を撫 出 し得 ざ t） し 2 顕 の 犬 に 於 い

　て は リ グ ラ歌 裂頭 絛蟲 の 夫 だ蟲卵 を檢 掲 し得 る （it至 らざ る 未 成 熟 の もの な b 。

禰 し て こ の 2 頭 の 中 1 頭 は 五 月 、 他 は 六 月 1こ網檢 せ る もの な b
。 砺 成 熟體 と夫

熟 體 と混合 し て 見 娼 せ し 竜の は 五 月及 六 駅 こ各 こ
一 遡 あ b

。
．

　 依 之 觀之 リ グ プ献裂頭絛蟲 感染 の 機 魯は 晩初 夏 の 候 に 多 き もの な らん と想 像

せ らる べ し。 徇 梅査 せ し内臟 の 大 き 　sll よ b て 荒猫 の 生 前 の 大 き さ を ほ ぼ 想 像

しそ れ に 大 中小 の 三 型 を分 類せ ba 該絛 蟲檢 出十 八 弼 中十 七例 ま で は 大 型の 犬

に 於 い て 見 出 され只 一 例 の み 小型 の 犬 に 於 い て 見 出 され だ b 。

　 衣 に 犬 と同 府 同縣 下 ｝こ於 け る猫 513 頭 を 檢査 せも に リ グ ラ歉 裂頭 絛蟲 の 貞然

寄生 牽 は 犬 に 於 け 乾よ t 竜甚 だ 多 數 に し て檢 査 總數 513頭 の rl1該絛 蟲寄壟陽 性

數 68 頭 、皀卩1325 ％ な う
、
而 る 1こ糞便檢 査 上 に 於 い て は 53頭 1こ於 い て の み該絛

蟲蟲卵 を檢 出 する を得 tt 転 即 ち蟲卵 臉 出牽 は 10・Bl％ Clして 蟲體檢 iH率 と 蟲卵

・檢 出率 との 差 實 に 294 ％ な b
。 その 蟲體 を見 出す 竜未 熟體 に して 蟲卵 を臉 出 し

得 ざ ら し 竜めは 四 月五 月 各 一例 、 六 月 七 月各 辷二 劔 づ Y
、 八 月

一 例 、 九 月 三 倣
一
十 月五 例 、 な b き． 爾 成 熟體 と未 熟 體 との 混 合 寄生 を 證 せ し もの 十一 月に一

倒 あ

b き． 依之 觀 之 猫 に 於 V ・
て も犬 に 於 け る と同様春 夏 の 候 に 於 V て 該絛 蟲の 感染

機 會 の 多 き 竜の な る こ と をi．U．は しむ
。 禽 犬 と同樣猫 に於 V ・て 竜大 中 小 の 三 型 に

分類 すれ ば 、 大 型 に於 け る猫 の 鱠査 に 於 い て五 十 二 鰍 中型 の もの 1こ於い て 十 一

1例 、 小型 の 竜の に 於 い て 四 微 こ該絛 蟲 の 寄 生 を み と あ
、 そ の 大多 數 の 竜の は 大
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乃

型 の もの に 寄生 せ b 。 徇猫 に 於 い て 犬 に 於 け る） う鳳 染 率 の 高 き理 由 は 猫 は 好

ん で 蚌 の 如 き第二 中間 宿主 を生 食 す る の 脅慣あ る に よ る も の な る べ し。

　碕 該 絛 蟲卵檢 出 に 於 V て は 未 熟體 を 宿せ る もの 以 外 は 塗抹 法及 び 矢尾板 氏 集

卵 法 に 於 m て 共 に 蟲 卵 檢 出 陽性 な る 結 果 を 見 ブzb 。

　2　犬猫 リグ ラ状 裂 頭絛蟲 月別 四 季別 自然 寄生 の 1伏態

　次 表 に 於 v ・て示 せ る 如 く犬 及 猫 に 於 い て 之 を四 季 別 に 觀 察す れ ば 、 晩春 初 夏
一

の 候 に 於 い て 高 き寄生 率 を示 し初 秋 よゐ 冬 季 に 向 つ て 低 き寄生 率 を 示 せ 転 依

之 觀 之 春 夏 の 候 に 於 い て は 秋 冬 の 候 に 比 し種 々 な る 樣 式 に 於 V て 感染 の 機 會 多

きが た め な らん と思 推 せ b。 徇 該絛蟲淌化管内寄生 の 揚 所 は 主 と し て 室 腸上 部

lt於 V て そ の 頭 部 の 存 在 す る を み とめ 、 蟲體後 部 は 遠 く廻 腸 中程 の 所 に ま で わ

た れ る もの 多 數 あ ）
t きr

　　　　　　　 剖 檢 上 リ グ ラ 腴裂 頭絛 蟲の 月別 寄生 の 状 態 （狛 ）

剖 檢 ．ヒ リ グ ラ 状裂 頭 絛 蟲 の 四 季 別 寄 生 の 状 態 （猫 ）

數

數
一

卒

一
査

生

冖

生

榛

．

寄

寄

43

6

B ，96

夏

42

s

19Dl

秋

20S

37

】7，76

冬

233

16

7。29

剖 檢上 y グ ラ 歌裂 頭 絛蟲 の 月別 寄生率 （犬 ｝

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

犬 猫 の 寄 ．曳 蟲 に 黄 い て 361

削檢 上 リ グ ラ 腴 裂頭 絛 蟲四 季別 寄生 の 歌 態 （犬 ）

春

檢 　 　 査 　 　 數

　 寄　　生

　 寄　　th
I

撒

率

夏 獄

60

4

6r6ti

ユ7

00

17．6窪

］69

9

5．1〕尊

冬

、
O

4

6．｛）　t5

，

IV 　金線蛙 及 イタチ 寄生 の リグ ラ朕幼燦虫 に就 い て

　1　三 重 縣鈴鹿地方 産 金線蛙 と リグ ラ朕幼 絛蟲

　蛙 寄生 の リグ ラ駿 幼絛蟲 に つ い て は 既 に 多 婁変の 學者 に よ う多 くの 地 方 に 於 い

て研 究 調 査 せ られ た b。 而 る に 余 の 郷 里 な る三 重 縣 下 に 於 い て は 未 だ その 研 究

發 表 あ る を知 らず 。 よつ て 昨 夏 い か な る稈 度 の 寄 生 率 あ る や を知 らん と欲 し、

次 表 1こ示 せ る 如 く二 町 九 ケ 村 に わ た ら八 月三 日 よ b 九 月三 臼 ま で 一
ヶ 月 を要 し

て 金 線蛙 捕獲 數 嬲 2
．
匹 、 その 制強 に 於 い て リ グ ラ駿 幼裂頭 絛 蟲寄生 陽性 な る 竜

の 2怖 匹 、 即 23，47％ に 於 い て寄生 陽 性 な る を知 b た b。 蛙 の 大 き さ は 金 線蛙

の 中 の 大型 と思 ほ し き 竜 の の み を 捕獲 し て檢査 せ う
。

三 重縣 鈴 鹿 地 方 に 於 け る 金 線蛙 寄生 の サ グ ラ 絛 蟲 の 分布
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　要 之 余 の 郷 里 な る 三 重緜 鈴鹿地 方 に 於 V て も リ グ ラ 状 幼裂 頭絛 蟲の 金線 蛙 に ：

高度 な る 寄 生 i率あ る こ とを 窺知 し得 tt　b と云 ひ つ べ し c

　2　 阪 憩地 方産 金 線蛙 と リグ ラ趺幼絛蟲

　未 だ その 調 査 を見 ざ る 阪 榊 地 方 産金 線蛙 寄生 の y グ ラ 歌 幼 絛蟲 の 威 染 率が い
凾

か な る程 度 に 存 す るや を檢 せ ん と欲 し 、 次 表 に 示 せ る 如 く阪 神 地 方 十 五 ケ 村 に

於 v ・て 大型 金 線蛙 895 匹 を 檢 し て その 中 ユ62 匹 9卩 18．85％ lit於 い て 寄猛 陽性 ．

な る を み と め た b 。

阪紳地 方 産 金 線蛙 寄生 の リ グ ラ 朕 幼絛蟲 の 分布

　3　大 阪 奈 艮 京都 地 方 産鼬 と リグ ラ 状 幼絛蟲

　 恩 師 吉 田敏 授 は 多 數 の イ タ チ に つ V ・て 一 寄生 蟲 の 研 究 を な され し折柄 い か な
’

る 程 度 に 於 V ・て リグ ラ 鹸 幼絛 蟲が ／ タ チ に 寄生 す る や を検査 す べ く命 ぜ られ た
』

b 。 檢 査 サ しイ タ チ は 大 阪 奈良 京 都 地 方 産 の もの な b。 次 表 に 示 せ る如 く一 昨

年 十 二 月 よ b 昨 年三 月 ま で 、 檢 査 總 數 61 頭、 そ の 寄 生 陽性 數 61頭 、 9P　IOO％
に 於 い て 寄生 陽性 な る 1 とを み と め た う

。 寄 生 の 場 所 は イ タ チ も多 く腋 窩 部 、 一一

次 で 鼠蹊 部 な b 。 殊 に そ の 部の 筋膜 内 に 自 き膜 に 包 設 れ て 存 在 せ 参 。
叉 吉 田教

授 の 指 導 に よ ）t て 該 幼 蟲を 小 犬 に 試 食 し て 成書記 載 と同
一

な る 多 數の L　Y．グ ラ m伏：
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

裂頭 絛蟲 の 母 蟲 を 得 nb ． 叉 イ タ チ 六＋
一

例 中音驗 の 際 に一 懴 ζ於 い て 肺 臓 ヂ

ス ｝ マ の 自然 寄生 を檢 出 した う。

　　　　　 大 阪 奈 良京都 地 方産 イ タ チ 寄生 の y グ ラ 妖 幼 絛 蟲 の 分 布

月　　 　　 　Il
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■ 　　　　　　　　
’

V 　糞便 内蟲辧檢 出 と親蟲寄 生 との 闘 係

　余 は 犬 311 頭 及猫 513頭 の 内臟 を檢査 し．て そ の 鱧 内寄生 蟲親 蟲存 在 と糞便内　 、

蟲卵 樵 出 との 間 に 次 の 事實 あ る を知 b た t）
c

　ユ）糞便 内 に 蟲卵檢 出陰牲 に し て 而 もその 親 蟲 を檢 出 せ る楊 合 。　　　　　　　　　
’

　次 表 に 示 せ る 如 く糞便 内に 蟲卵臉出 陰 性 に し て 而 もその 内臟 に 親 蟲の 寄生 せ

る を み と め た る 揚
・
合 瘻 ≧あ b

。

　　 犬 31／頭 剖 嶮に 恥 け る各 種寄生 蟲 感染 牽 と その 直腸 内容物 檢 査 上 に

　　　　　　　　　　　　b け る蟲卵 機出率 と の 比 較
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丶

猫 51：3 頭 剖檢 上 に ゐ け る 各種寄生 蟲寄生 寧 とそ の 直 腸 内容物 検査 上

　 　　　 　　　　 に ゐ け る 蟲卵 檢 出率 との 比 較

寄 生 數 　 寄 生 率 　 虫 卵 檢 出數
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リ
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　此 の
’
際 雌 雉 を橡 出 し得 た る もの は 雌 蟲 の 未 だ蟲 卵 を排 出 する に 至 らざ る 幼若

の もの な b 。 又 雄 蟲の み 存 在 す る揚 合 あ 6
。 此 の 種 の 檢出 は 余 の 實驗 に於 V ’て

は 蚫 虫 に最 も多 く十二 指 腸 蟲 之 に つ げ う。 渮 犬 に あ け る 瓜 實絛虫 猫 に あ け る肥

頸絛 虫 の 如 きは 何 れ も高度の 率 に 於 い て 寄生 陽 性 な る を み とめ た b 。

卩
然 れ ど も

その 糞便 内 に 蟲卵 を檢 出 せ し場 合 は 親 蟲寄生 の 率 に 比 し て 遙 か に 少 數 な る こ と

は 前 表 に 示 せ る 如 し。 郎 親 蟲 寄生 牽 と 蟲 卵檢 出 率 と の 差 は 犬 の 瓜 實絛 蟲に 於 V

て は 5：；．55弩 、猫 肥 頸 絛 蟲 に 於 い て は 43 ．84％
。 その 他 同 表 に 示 せ る 如 く犬 に於

い て リ グ ラ状 裂頭 絛 蟲 O．64％ ， 蛔 蟲 2  25 ％ 、 十 二 指 腸 蟲 1多・69％ 、鞭 蟲 9・54％ 、

肝 臓 ヂ ス ト マ ユ．29％
、

ヘ テ v フ ィ
ヱ ス 3．2’2　％ 3 猫 に 於 い て は リ ゲ ラ 状 裂 頭絛 蟲

2 ・9−i％
、 蜘 蟲 35．  8％

、 十 二 指 腸 蟲 0．58 ％ 、 肥 頸 絛 蟲 43，48 ％
、 肝臟 ヂ ス ト 尋

6 ・6 ：3％ 、 瓜 實絛 蟲 38・01 ％ の 差 あ る こ と を み とめ た bu

　 2）糞便 内に 蟲卵 の 陽性 な る に 拘 は らず 母 蟲 を見 出 し得 ざ る 場合 。

　 a ， 蟲 卵 の み 食 物 に 混 じて 攝 取 せ られ た る場 合 。

　 猫 に 於 い て は 四 例 に於 い て ヒ メ ノ レ ビ ス 　 デ f ミ ヌ ー タ を ご 例 に於 い て ヘ メ

チ コ ー ラ　
ヘ パ チ ー カ 及 び 犬 に 於 い て 人 魑蟲 卵 檢 出二 十 五 例 は 明 か に 此 の 場合

に 属 す べ き もの な b
。

　 b ・ 母 蟲 は 何 らか の 原 因 に よ b て體 外 へ 排 出 さ れ た る に 拘 は らず 爾糞便 内 に

　　　 蟲卵 を検 出 す る場 合 。
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　先 に小林 s 桑 原 、 武 藤 氏等 は 犬 の 肝臟ヂ ス ト マ 癒 に 於 い て そ の 糞 便内 に 蟲卵

tz檢 出 す る 竜遂 1こ母 蟲 の 寄 生 を 證 明 し得 ぎ る 場 合 あ る を 記載 され た b 。 余 の 實

鹸 に於 い て は 犬 に於 い て 一 例 、 猫 に於 い て 三 鯛 その 糞硬 内 に 蟲卵 を檢 出 し得 る

・1こも拘 らず 剖 検 一ヒ終 に その τ母 蟲 を見 禺 さ ざ う き。 但 しその 肝 臟 に 於 い て は 母 蟲

・
の 寄 生 せ し痕 跡歴 然 た る 竜 の あ る をみ とめ た b 。

　 C ， 母 蟲及 び 蟲 卵 を 同時 に 見 出 す 竜而 zl
）本 來 の 寄生 4三活 に非 ず して食 物 と共

　 　 　 ｝こ攝 取 せ ら影した る上易合・
。

　 前表 に 示 せ る如 く余 の 調 査 せ る一 頭の 猫 に於 V ・て 鼠 を終 末宿 主 とす る ヒ メ ノ

・U ビ ス 　デ 《
ミ ヌ ー タ の 皀茫に死 した る 母 蟲 存 し 、 そ の 糞 偶 内 乙こは 多數 の 該 蟲卵

を見 出せ しが 如 きは 即 ち吐 の 場 合 に 屡す る 竜の な b 。

　 以 上 記 せ る が 如 く體 内 寄生 蟲存 在 と糞便 内 蟲卵 檢娼 と を 比 較考 察 すれ ば その

判 定愈 輹 雜 に して 「卵 あ る もの 必 ず親 蟲 あ う」 叉 「親 蟲あ る 竜の 必 ず 卵 あ 射 等

の 論 法 は 事 實信 ず る に 足 らざ る を 深 く威ぜ し む 。 依 之 觀 之 寄生 蟲病 の 診 斷 は 甚
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匆

だ 困難 な 6 と云 ふ べ きな 6
。

　　　　 VI 犬猫 に 於 け る各種寄生蟲 の 月別四 季別 自然寄 生の 状 態

　 氣候 風 ：1：及季 節 た る や t−．一定 の 寄生 蟲 を4三ず る に 至 大 の 關 係 を 有 す る もの に し ．

・て
、 或 は 暖地 に 發 生 す れ ど も極 寒 地 に發 生 せ ざ る もの あ b 。 或 は 春 季に著 し く

流 行 し て他 の 季節 に 於 い て は 稀 な る 竜の あ b 。 例 へ ば蜘 蟲 は 夏及 び 秋 に 、 有 鈎

絛 蟲は 夏 期 に
、 旋 毛 蟲 は 冬 季 に最 も多 し。 此 の 幼 蟲の 移 轉 中間宿 主 の 存 在 残 長

期 の 長 短 等 に よ ウて 甚 だ相 遠 を來 す 竜の な t）
。 蚋 蟲の 夏 秋 に 於 い て 高度の 寄生

の 認 め らる る は 蓋 し春 夏 の 期 に その 卵 を生 じ、
．こ れ が 食物 と共 に宿主 軆 内に 入

る 機會最 竜多 く、 從 つ て 夏 秋 の 季節 に 至 り宿主 體 内に 於 V て 母 蟲 と なるが 故 な

らん 。

　 1 犬 十 ＝ 指 膓蟲

　 次 表 に示 せ る 如 《犬 の 十二 指腸蟲 に 於 い て は 夏の 候最 竜感染 率大 に し て 春款

の 候 ほ Ψ 同 等 な b 而 し て 冬 季 に於 V て最 も低 率 な b 。 依 之 觀 之 犬 の 十二 指 腸蟲

の 夏 期 に於 い て 威染 牽最 も高 きは 蓋 し此 の 期 に 於 い て は 経 口 的 、 經 皮 膚的 の 二

樣 と 竜他 の 期 に 比 し愚か に 多 く行 は る 丶 もの な る を 思雄 せ Jt。 碕 該 蟲寄生 の 揚

所 は 十 二 指 腸及 び 筌 腸 及 廻 腸杢 體に わ た b て 存 在 せ る を み と め た b 。

剖検上 十二 指腸 蟲の 月別寄 生 の 歌態 （犬 ）
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剖檢 上 十 二 指 腸 蟲 の 四 季別 寄生 の 駿 態 （犬 ）

檢 　 　 査 　 　 數

IF

60

夏

17 168

寄　　 崖 　　 數 4 nO

寄　　 生 　　 率 〔）。ll6 17，er δ．36

卑

二

66

4

藍06

　2　猫 蛔 蟲　　　　・

　次 表 に 示 せ る 如 く猫 蚫 蟲 の 自然寄生 は 夏 に最 も多 く秋 は 第二 位 な b 。 これ 先

述 の 如 く春 夏 の 候 に 於 V で 宿主 體 内 に 浸 入威 染 す る の 機 會最 も多 きが 故 な b 。

該 蟲寄 生 の 場 所 は 胃 、 小 腸 、 大 腸 に 多 く少 數 食道 下 部 に も見 出 され た b
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ

　 　 　　 　 　　 　 　　 剖 檢一E猫 蜘 蟲の 月別 寄生 の 状 態

檢 　　査

寄　　生

ユ 　　 　三 　 　　 四 　 　　 五 　　 　六 　 　　 　ヒ　　 　八 　 　　 九

月　　 月　　　月　　 月

婁k　　　57　　　22　　　ユ0　　　 14

月　 一一塑

15　　 　23

月

　　　　
＋
　 二

ll
　 士

月　　月　　月　　月　　万

9　　　　10　　　　31　 ・　　81 　　　　90 　　　　151

數　　　　34 　　　1（」　　　　8　　　 ］l　　　 l2 　　　18 　　　　8　　　 10　　　 2∂　　　 70　　　 73　　　　119

笥二　　生 　　　耋亨≡　　　59．6　　72．9　　80．0　　7S。6　　80．〔，　　丁δr2　　95．  　　1  c｝．じ　　SO．6　　83畠3　　SLI 　　78◆8

剖 嶮上 猫 蜘蟲 の 四 季 別 寄生 の 歌 態

　3　猫 肥 頸 絛 蟲

　次 表 に 示 せ る 如 く猫 の 肥頸 絛蟲 は 夏 期 に 最 も低 く 、 冬 季 に最 も高 し。 依 之 觀

之 猫 は 鼠 を捕 食 す る こ と秋冬 の 季 に 最 も多 く、 春 夏 の 候 に 少 き事 實 あ る な らん

と思 は しむ 。 之 を リ グ ラ状裂頭 絛 蟲 月 別 四 季 別 寄生 率 の 春 夏 の 候 最 も高 く して

秋 冬 の 候 低 きに 比 較 す れば互 に 相 反 す る 事 實 を 示 せ b 。
L の 一

事 よ b し て も猫

は 春 夏 に 於 い て は 容 易 に蛙 其 の 他 川 魚 等 の 生 食物 を鋪 食 し得 る に ま うて 自然
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鼠 を 捕 食 す る こ と 少 く從 つ て 肥 頸絛 蟲の 寄生 率 は 夏 少 く ソ グ ラ歌裂頭 絛 蟲の 寄

生 牽 は 夏 に 於 V て 高 き理 由 の
一

部 を讒 明 し得 らる Y か 、 省 該 絛 纛寄生 の 場 所ば

食 道 下 部 、 胃 、 小 腸 、 大腸 に わ た b て ひ ろ く見 羂 され だ 転

剖穣上 肥 頸絛 蟲 の 月 剥 寄生 率 （猫 ）

二 三 四 五 六
一
し

E　　　月　　　月　　　月

檢 査
馳
數 5丁 22

寄　 生 　 數　　43　　 17

10　 ［ 14

4Ls
　 E

旦

15

月　 　 　月

23　　 　 9

八 ．　 九 　 ＋
ゴ

＋ 　 士

月　 π 一 月　 万　 万

玉G　　　　31　　　 84　　　　9〔｝　　　 1ξ｝1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

T　　　 U　　　 3　　　 3　　 16　　 4tt　　 sl　　　 89

寄　　　生 　　　率　　　　75．4　　77曾2　　畦Oro　　35．7
♪
　　4〔i．G　　2（1．0　　33．3　　♂｝o∫〕　　δ1．石　　bl．1t51e6 ．5s．9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

剖 検一団 巴頸絛 蟲 四季 別 寄生 の 駿 態 （猫 ）

　4 猫 肝黶ヂ ス トマ

　次 表 に示 せ る が 如 くその 戴染 寧 は 夏 期 に 最 竜高 くして 冬 季 最 竜低 率 な 転 依

之 觀 之 猫 は 春 夏 の 候 に 於 い て は 該蟲 第二 中間密 主 た る淡 水 魚 モ n コ
、

フ ナ 、

ノ ・

ヤ
、

ヒ ガ イ
、

タ ナ ゴ 、
’
V ナ ホ リ等 を捕 獲 攝 取 す る の 機會甚 だ多 きが 故 な らん 。 該

蟲寄 生 の 場 駈 は 肝 臓 、 轍膽管 、 膽嚢 及 び 十 二 指 腸 内な bu

剖檢 ．狂肝 臟 ヂ ス ト マ の 月刷 寄生 駿態 （猫 ）
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剖檢上 肝臟 ヂ ス ト マ の 四 季 別 寄生 腴態 （猫 ）

　5　瓜 實 絛蟲

　次 表 に 示 せ る 如 く犬 瓜 實絛 蟲に 於 V て は その 寄生 率 夏 期 に 於 V ・
　t 高 く冬 及 び

春 の 期 に 於 tr・て 低 し 、 而 る に猫 瓜 實絛 蟲の 四 季 別 檢 査 に 於 い て は その 間 何等 の

特 別 な る 翠， の を 認 め ざ b き6 該 蟲寄生 の 場 所 は 筌 腸 廻 腸 部に し て 大 多 數 は 廻 腸

部 に 多 く見 出 され た う
。

朗檢 上 瓜 實 絛 蟲 月別 寄生 の 歌態 （猫 ）

剖 檢上 瓜 實絛 蟲四 季 別 寄生 の 歌 態 （猫 ）

剖 檢 上 瓜 實絛 蟲 月別 寄生 の 状 態 （犬 ）
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剖檢上 に 於 け る 瓜 實絛 蟲四 季別 寄生 の 厭 態（犬 ）

　　　　　　1　　 春

檢 　　査　　數 　 ；　　　 tsc「

　 　 　
一一一一一『

1
− 一

寄 　　生　　數　　　　　 26

夏

17

寄　　 生 　　率 43．3 う28

秋

1bS

1カ

冬

｛｝6

DO

丁6．8 5：1．o

　6　犬 鞭 蟲　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　．

　先表 剖檢上 に 於 け る各 種寄生 蟲 寄生 率 と糞便 （直腸 内容物 ）檢査 上 と の 成 績 に

示 せ る が如 く剖 検 數犬 311 頭 中寄 生 陽 性數 63 頭 、 邸 ち 2Q26 彭 な 外 而 し て そ

の 寄 生 の 場 所 は 廻 腸 下部 、 廻 盲腸部 、 蟲樣突起 内及 大腸 上 部 に し て六 十三 例 中

悉 く そ の 蟲樣 突起 内 に そ の 蟲體 の 寄生 せ る を み とあ た う。 依 之觀 之 犬 に 於 V て

は 蟲樣突起 内 は 鞭 蟲 寄生 の 最 も多 き揚 所 な b 。 蟲 樣 突起 炎は 蓋 し鞭蟲 と至 大 の

瀾係 あ る 竜の に 非 る か a

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 VII 結 　　　 　論
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　

1

以上 の 實驗 よ b し て左 の 結 論 を得 た ウ。

1 大 阪 府奈 良縣 京都 府 下 の 犬 311頭猫 513 頭 を檢査 し て 犬猫 を終 末宿主 とせ

　 る 各種 寄生 蟲寄生 率 犬江 於 い て は V8．39／i 、 猫 に 於 い て は 96・10％ な b。

2　以 上 の 犬 猫 の 檢査 に て 各種 寄生 蟲寄 生 率 及 び 糞便 内蟲卵 檢 出牽 との 聞 に は

　 先 表 剖檢上 に も け る 各 種寄生 蟲寄生 率 と糞便檢査 上 寄生 牽 との 比 較 に 示 す

　 が 如 き結 果 を 見 た う。

3　 ソグ ラ献 裂 頭絛 蟲 に あ け る 自然 犬猫 寄生 牽 は 犬 に 於 い て は 5．78％
、 猫 に 於

　 v ・て は 13　2．5％ に し て春 夏 の 候 蕩 き寄生 率 を示 し、 冬 季 最 竜低 き寄生 率 を

　 示 せ b 。

4　余 の 郷 里 三 重縣 鈴鹿郡 地 方産金縁 蛙 932 匹 を檢 し て その 23・47％ に於 い て

　　リグ ラ 腴 幼 絛 蟲の 寄生 を み と め た b 。 街 阪承申地 方産金 線蛙 895 匹 を穣 して

　 その 18．85 ％ に 於 い て リグ ラ 默 幼裂 頭 絛 蟲の 寄 生 せ る を み と め た う。

5　大 阪 奈 良 京都 地 方 産 i タ チ 61頭 を檢 し て その 10  ％ に 於 い て リ グ ラ 状幼

　 裂 頭絛蟲の 寄生 せ る を み と め た う。 爾 その 幼 蟲 を 小犬 に 試 食 し て成書 記 載

　 に等 し き リグ ラ 腴裂頭 絛 蟲母 蟲 多 數 を得 た b 。

6　イ タ チ六 十
一例 の 剖檢 に於 い て その 一 例 に 肺臟 ヂ ス ト V 自然 寄生 を み とめ

　 1セ b 。

t
N 工工
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冖

’

一
δ

CJ

ユ 

ユ1

12

ユ3

14

犬 の 十二 指 腸 蟲 は 夏 期 高度 の 寄生 率 を示 し 、 冬 季最 も低 き寄生率 を 示 せ る

を み と め た bc

猫飼 蟲 が 夏 期最 も高 き寄生 牽 を示 し 、 冬 季 最 も低 き寄 生 率 あ るを み とめ た

b 。

猫 肥 頸 絛 蟲か 冬 季 最 も高 き寄 生 牽 を示 し 、 夏 季 最 も低 き寄 生 率 を み とめ た

廴 徇 肥 頸絛 蟲寄生 の 場 所 は 濾 化 管 （但 口腔 を の ぞ く）全 體 に わ た b て 廣 く

存 在 せ b 。

肝 穢 ヂ ス ト マ 威染 率は 夏 期 最 竜高 く 、 冬 季 最 も低 きi率に あ る を み とめ た b。

而 し て 該 蟲 寄 生 の 場 所 は 肝 臓 、 輸膽 管 、 膽 嚢、十 二 脂腸 、 空 腸 上 部 に わ た

れ る を み た b
。 　 　

’

犬 の 瓜 實絛 蟲寄生 率 は 夏 季 最 も高 く、 冬 季 最 も低 き寄生 攀 な る をみ と め た

b 。 爾 猫瓜 實絛 蟲 に 於 い て は 四 季別 に 於 い て 特 別 の 變 化 を見 ず c

犬 鞭 蟲 は その 寄生 陽 性數 六 十 三 例 、 即 ち 20 ・26％ に し て 六 十 三 例 中悉 く『蟲

様 突 起 内 に 於 い て該 蟲 寄生 を み と め た う
。 依 之 觀之 鞭蟲 は 蟲樣 突起 炎 の 原

因 に 一
定 の 關係 あ る 竜の に 非 る か 。

以上 の 實 驗 に よ b て 「卵 あ る もの 必 ず 親 蟲 あ う」 又 「親 蟲 あ る 竜の 必 ず 卵

あ b 」 との 論 法 の 必 ず し も眞 な らざ る こ と の 事 實 を 明 か に 證 し 得 n ）
1 と云

ひ つ べ し 。

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 1
以上 の 諸點 よ b し て家 畜殊 に 犬 猫 の 寄 生 蟲 に 關係 す る 研 究 は 極 め て 重 要 に

し て 徒 に等 閑 に 附 すべ か らざ る 問 題 な b と信 ず 。

　擱筆 す る に あ td　b本 研 究 を命 ぜ られ 懇 篤 な る 指 導及 び 本稿 校 閲 の 勢 を 賜 b た

一る 恩 師 吉 田 教授 に 深 厚 な る 威 謝 の 意 を 表 す 。
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猫 の y グ ラ歌裂 頭 絛蟲。 鋤物 學 雜 誌 V （レ｝．XXV ユII・No ．・3：・7．

（昭 和 三 年 二 月 拾 凵 ）

本邦産數種 の 未記録種並 び に 新種 の 甲蟲

・
◎

土

（和 昭 三 寧六 月拾
一

口受頒 〉

井 久 作

　本編 に は 本邦 よ ウ未 記録 の 甲蟲 四 種 及 び
一

新 種 を 記 載 す
。

此 等 の 五 種 は 歩 行

蟲 科 Carabidae 、葉 蟲科 Ch1‘ys眼 elidae
， 及 び 瓢 蟲科 Coecinellid融 ， の 三 科 に 屬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

す る もの に し て 、 廣 く千 島 、樺 太 、 朝鮮 、 臺灣 に 産 す る もの な う。

雌 五 種 の 中三 種 は 恩 師 鮒 先 生 絶 ・

虚
高 瀰 農學 rl：i 高木 五 六 氏 伊 藤

茂治 氏 並 に E ，G 岫 LOIs 氏 の 採 晶 に し て 、 二 種 は 著 者 自身 の 綵 集｝こか 丶 る もの

次 ）
t

。

　本 文 を記 す る に 先 だ ち H 頃 指 導に 預 つ か る 愚 師理 、 農學 博士 松 村松 年 先生 に

衷心 の 謝 意 を表 す る と共 に 、標 本 を採 集 され た る 前記 の 諸氏 に對 し永 く其 の 恩

惠 を歌 は ん とす 。 f，1｝lft友 人 關 冂 俊 雄 氏 は 繪 書 に 助 力 を 與 へ られ た れ ば 棚 樣深 謝

を捧 ぐc

　　　　　　　　　　 歩行 蟲科
’
Carabidae

抽 δrゐ η漉 （観 α FABRI α US チ シ マ ル リゴ ミ（新稱 ）

　FABR ・c・us
・
Sp… In … 1

，
　

bp ，　184　〈1781 ）；HE ・DF ．N’
，
　Cat．　C 。 L　Sib．　P． 14 〈1880

− −

　　 81）； J：4COBsots
−
，
　K 昌£ RussL　p．260 ，　t，

ユ，　f，24 （191 〉．　　　 評

　記載　頭部 、 前胸 、 翅鞘 の 縫合 線 の 兩 側 は 光 澤 あ る疆紫 色 、 翅鞘 の 爾側 は 光

釋 あ る緑 色 觸 角、 肢 覆 び 體 の 裏 面 は 黒 色 な b
。 體長 19− 11．5 粍 。

　頭 部 　顏 面の 兩 測 に 近 く、 各 一 掴の 園所 を有 す 。
上 屡 は 黒 色。大 腮は 黒 褐色。

觸 角は 軆 の 牛ば に 逹 し 、 墓 部 の 四 篩 は光 澤 あ る 黒 色 、 他 節 は 光 澤 を缺 き黄色短

毛 を密生 す 。 第二 節は 最短 に して 、 第五 節 は 最 長 な b。 眼 は 黒色 、 大形 に し て

縫 起 す 。
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